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青銅の武器と弥生人－那珂遺跡群の調査成果より 

福岡市埋蔵文化財課  常松 幹雄 

はなしの要点 
 Ａ．北部九州において武器の副葬が始まるのは、玄界灘に近い雑餉隈遺跡(福岡市) の木棺土壙
墓や田久松ヶ浦遺跡(宗像市)の石槨墓にともなう磨製石剣や磨製石鏃である。それらの墓は、副葬
小壷の型式から弥生早期から前期（水稲耕作の開始期）頃である。 

Ｂ．中国東北地方に起源をもつ銅剣や銅鏃は、弥生前期のはじめまでに将来されたが、当時の青銅
器の情報は断片的で、生産には直結しなかった。青銅武器の副葬が本格化するのは、弥生中期初
頭以降である。 

Ｃ．初期の青銅器文化に大きな影響を及ぼした朝鮮半島では、銅剣単独の段階を経て、銅矛と銅戈
が加わった。一方北部九州では、銅剣・銅矛・銅戈の３種が同時に出現する。これは朝鮮と弥生文
化における青銅武器の出現過程の差異である。 

Ｄ．新発見の鋳型によって、青銅器の生産と流通は今後もしばらくは見直しが迫られるであろう。 
 
青銅武器発見の動向 
〇1980年代のはじめまで福岡市内の初期青銅器は、板付田端出土の銅剣・銅矛（東京国立博物
館所蔵）や有田遺跡の銅戈が知られるくらいだった。 

〇1983年吉武樋渡、1984年吉武高木、1985年吉武大石、これらの調査で 30点近い青銅武
器が出土し、注目された。 

〇実戦的な形の青銅武器は、朝鮮半島から輸入品と考えられていた。 
〇青銅器の鋳型は、九州では石製、近畿では石製から土製へ変化すると考えられていた。剣の把頭飾
りや巴形銅器など石製では製作困難なため、土製鋳型の存在を主張する説が出てきた。 

〇2014年、須玖タカウタ遺跡（春日市）で石製とともに土製鋳型が出土した。 
〇2020年、那珂遺跡群 179次出土の銅剣鋳型は、初期の段階から福岡平野に青銅器生産の拠
点であったことを補強する発見となった。 

 
【須玖タカウタ遺跡発見の意義】 
 〇北部九州の青銅器の鋳型は石製（滑石・石英長石斑岩）とされてきたが、須玖タカウタでは石製
とともに土製鋳型が出土した。 

 〇初期青銅器の鋳型類は、吉野ヶ里遺跡（吉野ヶ里町）や八ノ坪遺跡（熊本市）など無文土器
の多い有明海沿岸部で確認されていた。 

○須玖タカウタ遺跡の土製・石製鋳型は、福岡平野に中期初頭段階の青銅器生産拠点が存在したこ
とを印象づけた。  



那珂遺跡群 179 次調査区全景（東より） 

那珂遺跡群  須玖遺跡  板付田端  吉武高木 岸田  有田 
  



◇那珂遺跡群 179次調査出土の鋳型 

  

鋳型の特徴 
〇現存長 16cm、幅 6.6cm。 
〇両面范（A・B 両面とも銅剣） 
〇A 面茎部に湯口の痕跡あり。 
〇A 面脊と刃部の断面はほぼ水平。 
〇B 面切っ先から線刻が派生。 
〇湯口に線刻がある。 
〇石材は滑石か。 
〇A 面上部に節帯の突起がある。 
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◇製品の復元  A・B両面の画像から那珂遺跡の銅剣を推定。 
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銅剣の特徴 

〇細形銅剣。 
〇全長 33～35cm  
〇最大幅 4.0cm。 
〇先端から樋まで 9.5cm。 
〇製品は見つかっていない。 



【補足】 

◆青銅武器研究のあゆみ 

○神田 孝平「銅剣のなかに銅剣・銅矛・銅戈がある」「銅剣は九州地方から出土する例が多い」⇒「筑

紫鋒と称す」・「実用の具」「太古祭神の具」 

「銅鐸と青銅武器との分布の差に言及」1886年 

 

○八木 奘三郎『日本考古学』「銅鐸は畿内中心として南北に波及せるも南方は九州に達することな

く、銅剣・銅鋒は九州西部の両筑を中心として東北に分布セルも東海諸国に達せザリシ」 

 

○梅原末治「早く銅鐸を作った民衆が引き続いて伝えられた漢代文化の影響の下に開展した」「文化が

早く銅矛銅剣の表徴するそれと接触しついにこれを包括した」過程の中で古墳が発生変遷

し「これがまた大和朝廷の成立に対する九州に早く現れた銅矛銅剣のそれの間接な一貢献

とでも解すべき」⇒政治情勢の推移を分布から読みとる姿勢 

 

○中山平次郎「銅矛銅剣文化圏」＝「鏡、玉、剣からなる三種の神器の原型」「大和朝廷を建設され

たわが皇室がそれを征服、諸要素を吸収」さらに「神武天皇の東征によって近畿地方に移

動」⇒「銅矛銅剣文化圏」が「銅鐸文化圏を併合」その結果日本列島の国家統一が完成 

       「文化圏」⇒「国家生成における勢力図」を読む 

 

○森本六爾  「１九州の銅矛銅剣分布区域」 

「２中国の矛剣と鐸の分布区域」 

「３近畿の銅鐸分布区域」  

「４中部地方の上述金属器消失過程区域」 

「５関東の上述金属器消滅区域」 

「６それらから問題外の東北区域」 

 

○小林行雄 「国産銅利器」は地下に埋蔵という点で銅鐸と共通、「ある時期における祭りの形態の 

一部」⇒「銅利器文化圏」「銅鐸文化圏」「青銅器に関しブランクな文化圏」 

  



◆青銅祭器の二つの文化圏 

○和辻 哲郎 1939『改稿 日本古代文化』 

     「前漢のころ百余国」⇒「邪馬台国 卑弥呼」⇒大和の勢力（神武東征） 

     弥生時代中期にあった「銅鐸文化と銅矛銅剣文化の対峙」 

     ２世紀筑紫起源の「鏡玉剣尊崇の伝統が東方の銅鐸の中心地にはいる」 

⇒「銅鐸尊崇が消滅」＝「神武東征」⇒「古墳の発生…大和朝廷の全国統一」 

     ◎文化と政治を同一視  

※天皇制を頂点とする支配体制を肯定するため近代合理主義的な衣として考古学の 

研究成果を援用 

 

○藤間 生大 1951『日本民族の形成』「青銅器の分布圏」を「政治圏」 

     瀬戸内海沿岸の首長に青銅武器や銅鐸が権威の象徴として提供 

     「心理的な共通性と統一性」「北九州邪馬台国を中心とする諸国家」「畿内国家」を生み 

後者が前者を征服するなかで「民族統一国家」が誕生 

 

○原田 大六「三種の神器」「神武東征」「北部九州における古墳の原型」 

 

○小林行雄「銅鐸と銅剣銅矛の分布」 

・表面的な銅鐸と銅剣銅矛との表面的な分布状態の差異に、神々の物語を連想すること

はやはり幻想を追うことになる。 

・銅鐸製作の原料に相当数の銅利器が使われた。 

・もともと東にも多量の輸入銅利器があった可能性がある。 

・銅鐸と銅利器の分布圏の対立は国産銅器に限って考えるべき。 

 

◎年代論や分布論に終始し、青銅祭器の歴史的評価や歴史的機能の推定は戦前戦後の 

研究の延長上にある。 

 
  



 

 



◇朝鮮半島の鋳型１ 

 

  将泉里（平安南道大同郡栗里面）の銅剣鋳型 



◇朝鮮半島の鋳型２ 

  

葛洞遺跡（全羅北道完州郡葛洞）・伝霊岩（全羅南道 霊岩郡）出土の鋳型 
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